
 

 

【動きづらさを体感～自分の命を守る・周りの命を守る着衣泳体験～】 

 小学校５校で、江別市水上安全赤十字奉仕団の方々を講師にお迎えし、着衣泳の授業が行われ

ました。水難事故から命を守るため、実際に着衣のままプールに入り

水中歩行や潜水、泳ぎなどを体験し、着衣の動きづらさを体感しまし

た。その後、浮き身の取り方、浮き具（空のペットボトル、スナック

菓子の袋など）の活用などその場に対応することを学びました。 

 

９月６日に、西の里小学校４年生が稲

刈りを体験しました。５月に植えた稲が

見事に実り、鎌の正しい使い方を学び２

人 1 組になって稲刈りをしました。 
 ９月１３日には、西部小学校の４年生が、北海道遺産にも選定された赤毛米の稲刈りをしまし 

た。今年は中山久蔵が寒地稲作に成功してから 150 年の節目の年にあたり、子どもたちはていね 

いに１株ずつ刈り取 

り、その後は根元を 

ひもでしっかりしば 

り、はさがけしまし 

た。 

【外国語に親しむ活動～1,2 年～】 

 教室に響く子どもたちの声。英語による挨拶

からはじまり、全身を使って英語でのキャッチ

ボールを楽しみました。 
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9/13 西部小 

 

【黄金色の実り ～一株一株ていねいに稲刈り～】 

 

9/5 西の里小 

 

9/13,14大曲小 

 

9/19 大曲小

oomagari 小 

 

9/20 東部小 

 

9/20 北の台小 

 

9/21 緑ヶ丘小 

 

9/22 西部小 

 



 

 

【福祉体験を通して～気づき 思いやりを 行動へ～】 

市内の小学校では、思いやりの心やともに感じる心、みんなで助け合う心などを育む福祉体験

が社会福祉協議会の協力を得て進められています。 

高齢者疑似体験は、耳栓や特殊メガネ、ベスト

におもり、肘サポーターなどを身に着けること

によって、前傾姿勢になったり、視野が狭くな

ったり、耳が聞こえづらくなったりなど身体機

能の低下や高齢者の気持ちを感じることができ

ました。 

車いす体験は、高齢者支援センターや社会福

祉施設、福祉用具を取り扱う会社などの支援で

実際に一人ひとりが車いすに乗る側、押す側を

体験しました。  

少しの段差、トイレ、手洗い場の使用など課

題も感じていたようです。 

アイマスク・白杖体験は、北広島ガイドヘル

パーの会「アイ」の方々の支援のもと、狭い通

路や段差、トイレや階段など「目がみえない人

が困っていること」を体感しました。 

聴覚障がい、肢体障がいの講話については、いずれも障がい者生活支援センターみらいの障が

いを抱えるご本人を講師にお迎えし、自らの体験に基づく貴重なお話を伺いました。聴覚障がい

については、コミュニケーションの取り方、手話、視覚情報の処理などについて学び、肢体障が

いについては、事故による頸椎損傷、入院生活中の心の揺れ、家族の支え、前向きな生き方など

について学びました。 

 

市内全ての小・中学校で、北広島市消防署及び消

防団の方々から救命講

習を受けています。いざというときに命を守る、胸骨圧迫や AED の使

用方法を一人ひとりが学んでいます。胸骨圧迫では、【強く・速く・絶え

間なく】両肘を伸ばしたまま、組んだ両手をしっかり見て、垂直に体重

をかけるのですが、なかなか難しそうでした。 
8/28 緑ヶ丘小 

 

9/12大曲東小 肢体障がい 

の方の講話 

 

9/6 西の里小 9/12大曲小 車いす体験 

 

9/8西部小 9/19双葉小 アイマスク体験 

 

9/30大曲小 9/22大曲東小 高齢者疑似体験 

 

【命を守るための救命講習】

習】 

 

聴覚障がいの方の講話、手話体験 9/7双葉小 9/19西部小  9/25大曲小 

 


